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４
横
綱
総
崩
れ
の
中
、

今
場
所
、
横
綱
獲
り
を
目

指
す
大
関
西
神
門
は
四
日

目
に
英
筏
、
五
日
目
に
綱

乃
花
を
安
定
し
た
相
撲
で

下
し
て
連
勝
し
１
敗
を
守

っ
た
。

早
々
に
横
綱
陣
が
崩
れ
、

「
今
場
所
も
優
勝
は
西
神

門
か
？
」
と
い
う
流
れ
が

出
来
つ
つ
あ
る
。
今
場
所

優
勝
し
て
連
続
優
勝
と
な

れ
ば
、
す
で
に
横
綱
が
４

人
い
る
も
の
の
横
綱
昇
進

は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
。

こ
こ
ま
で
の
相
撲
を
見
る
限
り
、
相
撲
内
容
は
横

綱
相
撲
で
申
し
分
な
い
。
果
た
し
て
、
こ
の
流
れ
に

乗
っ
て
横
綱
を
掴
み
取
る
の
か
？
中
日
以
降
に
注
目

し
た
い
。

好
調
な
の
が
関
脇
鬼
ヶ

嶽
。
四
日
目
に
は
夢
ノ
花

を
寄
り
切
り
、
五
日
目
に

は
大
神
楽
を
引
き
落
と
し

て
、
三
役
陣
で
は
た
だ
一

人
５
戦
全
勝
と
し
た
。

先
々
場
所
が
小
結
で
９

勝
、
先
場
所
が
関
脇
で
７

勝
、
今
場
所
の
成
績
如
何

で
は
大
関
昇
進
と
い
う
話

が
持
ち
上
が
る
可
能
性
も
あ
る
。

平
成
２
６
年
の
１
３
６
回
に
大
関
か
ら
陥
落
し
、

十
両
ま
で
番
付
を
下
げ
て
一
時
は
引
退
と
い
う
声
も

出
た
が
鍛
練
を
重
ね
て
復
活
。
も
し
再
大
関
と
い
う

こ
と
に
な
れ
ば
、
１
１
年

振
り
の
返
り
咲
き
と
な
る
。

大
復
活
劇
と
な
る
の
か
？

鬼
ヶ
嶽
と
と
も
に
５
戦

全
勝
と
し
た
の
は
前
頭
１

４
枚
目
と
後
が
な
い
越
境

山
。
何
と
か
幕
内
に
留
ま

り
た
い
と
い
う
幕
内
唯
一

の
ち
び
っ
子
力
士
が
奮
闘

し
て
い
る
。

【
第
百
六
十
四
回
本
場
所
四
日
目
～
五
日
目
】

寒
波
が
到
来
し
寒
風
覚
め
や
ら
ぬ
中
、
四

日
目
と
五
日
目
が
行
わ
れ
、
練
馬
国
技
館
で

も
大
寒
波
が
吹
き
荒
れ
て
大
荒
れ
の
２
日
間

と
な
っ
た
。

４
横
綱
の
２
日
間
の
勝
敗
は
な
ん
と
１
勝

７
敗
。
白
星
は
四
日
目
の
若
ノ
嶋
の
１
勝
の

み
で
、
三
日
目
ま
で
３
戦
全
勝
だ
っ
た
春
ノ

翔
と
大
神
楽
は
と
も
に
連
敗
、
優
勝
候
補
筆

頭
の
千
代
鈴
も
平
幕
相
手
に
連
敗
と
い
う

散
々
な
結
果
と
な
っ
た
。

千
代
鈴
は
五
日
目
を
終
え
て
１
勝
４
敗
と

な
り
、
休
場
と
い
う
話
も
挙
が
っ
て
い
る
。

休
場
と
な
れ
ば
初
土
俵
以
降
初
の
こ
と
。

０
と
負
け
た
こ
と
の
な
い
白
閃
光
に
引
き
落
と

さ
れ
、
ま
さ
か
の
連
敗
。

こ
れ
ま
で
は
左
を
差
し
て
か
ら
盤
石
の
寄
り

で
相
手
を
寄
せ
つ
け
な
い
相
撲
を
見
せ
て
い
た

が
、
今
場
所
は
寄
り
切
れ
ず
に
相
手
に
土
俵
を

回
ら
れ
残
さ
れ
て
負
け
る
相
撲
が
多
く
、
本
来

の
相
撲
が
取
れ
て
い
な
い
。

取
組
終
了
後
、
親
方
と
相
談
す
る
よ
う
だ
が
、

果
た
し
て
中
日
以
降
の
出
場
が
ど
う
な
る
か
、

話
し
合
い
の
結
果
を
待
ち
た
い
。

横
綱
若
ノ
嶋
は
初

日
に
夢
ノ
花
に
敗
れ

た
も
の
の
連
勝
し
て

迎
え
た
四
日
目
は
、

今
場
所
千
代
鈴
、
西

神
門
の
春
日
根
部
屋

勢
に
勝
っ
て
勢
い
の

あ
る
若
佑
と
対
戦
。

初
顔
だ
け
に
心
配

さ
れ
た
が
、
左
差
し

か
ら
の
力
強
い
相
撲
で
こ
れ
を
退
け
た
。

し
か
し
、
五
日
目
に
こ
の
所
や
や
苦
手
の
関

脇
四
季
嶋
に
押
し
倒
さ
れ
２
敗
目
を
喫
し
た
。

横
綱
春
ノ
翔
は
初

日
か
ら
３
連
勝
と
好

ス
タ
ー
ト
。
こ
の
ま

ま
白
星
を
重
ね
る
か

と
思
わ
れ
た
が
、
四

日
目
に
四
季
嶋
に
左

を
差
さ
れ
て
寄
り
切

ら
れ
、
五
日
目

は
先
場
所
敗
れ

て
い
る
小
結
夢

ノ
花
に
寄
り
切

ら
れ
連
敗
と
な
っ
た
。

新
横
綱
の
場
所
で
休
場
と
な
り
、
捲
土

重
来
を
期
し
て
臨
ん
だ
今
場
所
は
初
日
か

ら
３
連
勝
と
復
調
し
た
か
に
見
え
た
横
綱

大
神
楽
だ
っ
た
が
、
四
日
目
に
小
結
綱
乃

花
に
、
五
日
目
に
関
脇
鬼
ヶ
嶽
に
と
も
に

引
き
落
と
さ
れ
て
連
敗
。

磯
ノ
海
親
方
も
「
今
場
所
は
優
勝
争
い

を
！
」
と
意
気
込
ん
で
い
た
だ
け
に
、
こ

の
連
敗
に
は
頭
を
抱
え
て
い
た
。

優
勝
争
い
は
五
日
目
を
終
え
て
、
関
脇
鬼

ヶ
嶽
と
前
頭
１
４
枚
目
の
越
境
山
が
５
戦
全

勝
。
こ
れ
を
１
敗
で
大
関
西
神
門
、
平
幕
の

勝
ノ
川
、
宇
治
家
の
３
人
が
追
う
展
開
と
な

っ
た
。

三
日
目
を
終
え
て
１
勝
２
敗
と
、
初
土
俵

以
来
初
め
て
黒
星
先
行
と
最
悪
の
出
だ
し
と

な
っ
た
千
代
鈴
。

何
と
か
連
勝
し
て

白
星
を
先
行
さ
せ
た

か
っ
た
が
、
四
日
目

は
鉄
甲
相
手
に
左
を

差
し
な
が
ら
も
寄
り

切
れ
ず
に
振
り
回
さ

れ
て
土
俵
を
割
る
と

い
う
三
日
目
の
若
佑

戦
の
よ
う
な

相
撲
で
敗
れ

る
と
、
五
日
目
は
対
戦
成
績
で
６
対

↓五日目 ４連勝の鬼ヶ嶽は動きも軽く、大神

楽の寄りをタイミング良くかわした。大神楽

は二日連続で深差しの悪い癖が出た形だ。

↑五日目 既に３敗を喫している千代鈴。合口のいい白

閃光に勝って流れを引き戻したいところだったが、最

初の寄りを回り込まれると引き落しに敗れた。

鉄 甲○(寄り切り)●千代鈴

若ノ嶋○(寄り切り)●若 佑夢ノ花○(寄り切り)●春ノ翔

英 筏●(寄り切り)○西神門

綱乃花●(寄り切り)○西神門

鬼ヶ嶽○(寄り切り)●夢ノ花宇治家●(寄り切り)○越境山


